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（１０）ＨＩＶ感染者等に関し、どのような問題が起きているか 

 
 
 
 

①図 24－１ ＨＩＶ感染者等に関し、どのような問題が起きているか【全体】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＨＩＶ感染者等に関し、どのような問題が起きているかについて、｢結婚問題で周囲が反対すること｣

と回答した人の割合が 50.9％と最も高く、次いで「就職・職場で不利な扱いをすること」（36.4％）、「差

別的な言動をすること」（29.7％）の順となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

36.4

29.7

24.5

17.2

16.0

10.6

0.9

4.1

26.7

3.8

50.9

0.0 20.0 40.0 60.0

問 19 あなたは、ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）感染者等に関し、現在、どのような人権

問題が起きていると思いますか。（✓はいくつでも） 

 

結婚問題で周囲が反対すること 

就職・職場で不利な扱いをすること 

 治療や入院を断ること 

無断でエイズ検査等をすること 

アパート等の入居を拒否すること 

その他 

特にない 

無回答 

わからない 

差別的な言動をすること 

宿泊を拒否すること 

ＨＩＶ感染者等に関する人権問題について、「結婚問題で周囲が反対すること」が 5 割 

全体（N=1,512） 

0％ 20％ 40％ 60％ 
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②図 24－２ ＨＩＶ感染者等に関し、どのような問題が起きているか【性別・年齢別】 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.2
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18.6
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18.0

16.7

14.1

17.7
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結婚問題で周囲が反対す

ること 

 

就職・職場で不利な扱い

をすること 

 

差別的な言動をすること 

 
治療や入院を断ること 

 

アパート等の入居を拒否

すること 

 

宿泊を拒否すること 

 
無断でエイズ検査等をす

ること 

 

その他 

 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

36.4

37.9

35.6

49.0

40.2

42.9

31.3

26.2

36.9

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

29.7

31.1

29.4

41.7

35.6

30.7

22.8

18.5

46.1

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

24.5

25.2

24.2

27.2

26.5

28.0

21.1

19.8

30.5

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

16.0

13.5

18.3

19.4

15.1

18.8

15.2

10.2

23.4

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6
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8

9

10

11

10.6

12.6

9.3

10.2

8.7

10.3

12.0

11.8

9.2

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

0.9

1.1

0.7

1.5

0.5

1.1

0.6

0.6

1.4

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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 年齢別で比較すると、｢結婚問題で周囲が反対すること｣では 20～39 歳で回答した人の割合が 6割を超

え高くなっている。また「差別的な言動をすること」と回答した人の割合は、年齢が低くなるにつれて

高くなっている。 

4.1

5.1

3.3

1.9

1.8

3.4

4.7

8.0

2.1

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

特にない 

 
わからない 

 
無回答 

 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

26.7

22.7

29.5

18.4

26.0

23.0

33.6

32.9

14.9

0 20 40 60 80

1

2

3

4
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6
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9

10
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3.8

3.4

3.6

0.0

1.8

2.7

3.5

8.9

1.4

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

(％) (％) (％) 
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ア ＨＩＶ感染者等の人権を守るために必要なこと 

 
 
 
 

①図 25－１ ＨＩＶ感染者等の人権を守るために必要なこと【全体】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＨＩＶ感染者等の人権を守るために必要なことについて、「病気について正しく理解するための啓発活

動を推進する」と回答した人の割合が 61.9％と最も高く、次いで「学校におけるエイズに関する教育を

充実する」（52.4％）、「適切な医療体制や相談体制を充実する」（48.1％）の順となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

52.4

48.1

30.9

14.5

7.8

0.7

1.7

8.6

3.1

61.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

問 20 ＨＩＶ感染者等の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（✓は３つまで） 

 

病気について正しく理解するための啓発活動を推進する 

学校におけるエイズに関する教育を充実する 

 適切な医療体制や相談体制を充実する 

地域支援体制等を充実し、社会で生活しやすい環境を提供する

家庭や地域社会で啓発活動に取り組む 

その他 

特にない 

無回答 

わからない 

プライバシーを保護する 

ＨＩＶ感染者等の人権が守られるために必要なことについて、「病気について正しく理解するための

啓発活動を推進する」が 6 割 

全体（N=1,512） 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 
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②図 25－２ ＨＩＶ感染者等の人権を守るために必要なこと【性別・年齢別】 
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5.0
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14.6

10.9
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30.9

27.7

33.3

38.3

34.7

32.2

28.1

21.1

39.7
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48.1

47.0

49.6

48.1

46.6

55.6

47.1

42.5

54.6
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52.4

51.9

54.5

62.6

58.4

53.6

52.3

42.2

58.2
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1

2

3

4
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11

61.9

62.1

62.2

64.6

73.5

65.9

57.9

54.0

61.0

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4
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学校におけるエイズに関

する教育を充実する 

 

適切な医療体制や相談体

制を充実する 

 

プライバシーを保護する 

 

地域支援体制等を充実

し、社会で生活しやすい

環境を提供する 

 

家庭や地域社会で啓発活

動に取り組む 

 

その他 

 
特にない 

 

病気について正しく理解

するための啓発活動を推

進する 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 



 
- 63 - 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別で比較すると、「病気について正しく理解するための啓発活動を推進する」では 40～49 歳で回

答した人の割合が 73.5％と高くなっている。また「プライバシーを保護する」と回答した人の割合は、

年齢が低くなるにつれて高くなる傾向にある。 

 

3.1

2.2

3.3

0.0

1.8

2.3

3.8

5.8

1.4

0 20 40 60 80 100

1
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3
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10

11

8.6

8.1

8.6

5.8

3.7

4.6

10.5

16.6

3.5

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

わからない 無回答 

 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

(％) (％) 
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（１１）ハンセン病患者・回復者と家族に関し、どのような問題が起きているか 

 
 
 
 
①図 26－１ ハンセン病患者・回復者と家族に関し、どのような問題が起きているか【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 ハンセン病患者・回復者と家族に関し、どのような問題が起きているかについて、「ハンセン病療養所

の外で自立した生活を営むのが困難なこと」と回答した人の割合が 49.0％と最も高く、次いで｢結婚問題

で周囲が反対すること｣（42.7％）、「就職・職場で不利な扱いをすること」（36.7％）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.7

36.7

28.0

17.1

16.7

14.8

0.7

3.7

26.8

3.0

49.0

0.0 20.0 40.0 60.0

問 21 あなたは、ハンセン病患者・回復者と家族に関し、現在、どのような人権問題が起き

ていると思いますか。（✓はいくつでも） 

 

結婚問題で周囲が反対すること 

就職・職場で不利な扱いをすること 

 治療や入院を断ること 

アパート等の入居を拒否すること 

その他 

特にない 

無回答 

わからない 

差別的な言動をすること 

宿泊を拒否すること 

ハンセン病患者・回復者と家族に関する人権問題について、「ハンセン病療養所の外で自立した生活

を営むのが困難なこと」が 5 割 

ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むのが困難なこと 

全体（N=1,512） 

0％ 20％ 40％ 60％ 
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②図 26－２ ハンセン病患者・回復者と家族に関し、どのような問題が起きているか【性別・年齢別】 
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29.1
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49.0

46.3
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53.9

54.3

56.7

47.7

41.5

44.7
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結婚問題で周囲が反対す

ること 

 

就職・職場で不利な扱い

をすること 

 

 

治療や入院を断ること 

 

 

ハンセン病療養所の外で

自立した生活を営むのが

困難なこと 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

差別的な言動をすること

 

アパート等の入居を拒否

すること 

 

 

宿泊を拒否すること 

 

 

その他 

 

 

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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年齢別では、「差別的な言動をすること」と回答した人の割合は、年齢が低くなるにつれて高くなって

いる。 
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特にない 

 
わからない 

 

 

 

無回答 

 

 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

(％) (％) (％) 
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（１２）犯罪被害者等に関し、どのような問題が起きているか 

 
 
 
 
①図 27－１ 犯罪被害者等に関し、どのような問題が起きているか【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

犯罪被害者等に関し、どのような問題が起きているかについて、「報道によってプライバシーに関する

ことが公表されたり、過剰な取材によって私生活の平穏が保てなくなること」と回答した人の割合が

64.5％と最も高く、次いで「精神的なショックを受けたり、身体の不調をきたすこと」（61.2％）、「仕事

を休んだり、やめざるを得なくなり、収入が減ったり、途絶えたりすることにより生活が苦しくなるこ

と」（55.0％）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.2

55.0

50.0

43.7

41.1

34.6

0.9

1.6

10.1

4.6

64.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

問 22 あなたは、犯罪被害者等に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思います

か。（✓はいくつでも） 

 

精神的なショックを受けたり、身体の不調をきたすこと 

治療費などで経済的負担がかかること 

家族、友人、職場の同僚等周囲の人との関係が変化すること

報道によってプライバシーに関することが公表されたり、
過剰な取材によって私生活の平穏が保てなくなること 

その他 

特にない 

無回答 

わからない 

捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること 

仕事を休んだり、やめざるを得なくなり、収入が減ったり、
途絶えたりすることにより生活が苦しくなること 

事件のことを思い出したり、周囲にうわさ話をされたりして、
転居を余儀なくされること 

犯罪被害者等に関する人権問題について、「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、

過剰な取材によって私生活の平穏が保てなくなること」、「精神的なショックを受けたり、身体の不調

をきたすこと」がともに 6 割以上 

全体（N=1,512） 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 
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②図 27－２ 犯罪被害者等に関し、どのような問題が起きているか【性別・年齢別】 
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精神的なショックを受け

たり、身体の不調をきた

すこと 

 

報道によってプライバシ

ーに関することが公表さ

れたり、過剰な取材によ

って私生活の平穏が保て

なくなること 

 

仕事を休んだり、やめざ

るを得なくなり、収入が

減ったり、途絶えたりす

ることにより生活が苦し

くなること 

 

事件のことを思い出した

り、周囲にうわさ話をさ

れたりして、転居を余儀

なくされること 

 

捜査や刑事裁判において

精神的負担を受けること 

 

その他 

 

家族、友人、職場の同僚

等周囲の人との関係が変

化すること 

 

治療費などで経済的負担

がかかること 

 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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 年齢別で比較すると、「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、過剰な取材によって

私生活の平穏が保てなくなること」、「精神的なショックを受けたり、身体の不調をきたすこと」では 20

～49 歳で回答した人の割合が 7割を超え高くなっている。 
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わからない 

 

 

 

特にない 

 

 

無回答 

 

 

 
全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

(％) (％) (％) 
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（１３）インターネットによる人権侵害に関し、どのような問題が起きているか 

 
 
 
 
①図 28－１ インターネットによる人権侵害に関し、どのような問題が起きているか【全体】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インターネットによる人権侵害に関し、どのような問題が起きているかについて、「他人を誹謗中傷す

る表現を掲載すること」と回答した人の割合が 65.6％と最も高く、次いで｢出会い系サイトなど犯罪が誘

発する場となっていること｣（59.5％）、「差別を助長する表現を掲載すること」（35.4％）の順となって

いる。 

 

59.5

35.4

31.3

31.2

0.9

2.4

15.3

4.7

65.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

問 23 あなたは、インターネットによる人権侵害に関し、現在、どのような問題が起きてい

ると思いますか。（✓はいくつでも） 

他人を誹謗中傷する表現を掲載すること 

差別を助長する表現を掲載すること 

 出合い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること 

捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真を掲載すること 

その他 

特にない 

無回答 

わからない 

ネットポルノが存在していること 

インターネットによる人権侵害に関する人権問題について、「他人を誹謗中傷する表現を掲載するこ

と」が 7 割、「出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること」が 6 割 

全体（N=1,512） 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 



 
- 71 - 

②図 28－２ インターネットによる人権侵害に関し、どのような問題が起きているか【性別・年齢別】 
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差別を助長する表現を掲

載すること 

捜査の対象となっている

未成年者の実名や顔写真

を掲載すること 

 

ネットポルノが存在して

いること 

 

その他 

 

特にない 

 

わからない 
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40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 
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出合い系サイトなど犯罪

を誘発する場となってい

ること 

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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性別で比較すると、女性の方が「出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること」（62.8％）、

「捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真を掲載すること」（35.3％）と回答した人の割合が、

男性の 56.3％、27.2％と比べて高くなっている。 

年齢別で比較すると、「他人を誹謗中傷する表現を掲載すること」では 20～49 歳で回答した人の割合

が 8割を超え高くなっている。 
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無回答 

 

 
全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

(％) 
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（１４）ホームレスに関し、どのような問題が起きているか 

 

 

 
 
①図 29－１ ホームレスに関し、どのような問題が起きているか【全体】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ホームレスに関し、どのような問題が起きているかについて、「経済的に自立が困難なこと」と回答し

た人の割合が 50.0％と最も高く、次いで「通行人等が暴力をふるうこと」（42.0％）、「じろじろ見られた

り、避けられたりすること」（38.2％）の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

42.0
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31.3

29.9

25.4

23.0

18.6

15.5

0.9

3.4

14.4

4.5

50.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

問 24 あなたは、ホームレスに関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。

（✓はいくつでも） 

ホームレスに関する人権問題について、「経済的に自立が困難なこと」が 5 割 

近隣住民等が嫌がらせをすること 

通行人等が暴力をふるうこと 

 就職・職場で不利な扱いをすること 

宿泊を拒否すること 

その他 

特にない 

無回答 

わからない 

差別的な言動をすること 

 アパート等の入居を拒否すること 

店舗等への入店や施設利用を拒否すること 

じろじろ見られたり、避けられたりすること 

経済的に自立が困難なこと 

全体（N=1,512） 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 



 
- 74 - 

②図 29－２ ホームレスに関し、どのような問題が起きているか【性別・年齢別】 
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経済的に自立が困難なこ

と 

 

通行人等が暴力をふるう

こと 

 

じろじろ見られたり、避

けられたりすること 

 

差別的な言動をすること

 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

就職・職場で不利な扱い

をすること 

 

アパート等の入居を拒否

すること 

 

近隣住民等が嫌がらせを

すること 

店舗等への入店や施設利

用を拒否すること 

 

 

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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性別で比較すると、女性の方が「経済的に自立が困難なこと」と回答した人の割合が 54.1％と、男性

の 45.6％と比べて高くなっている。 
年齢別で比較すると、「通行人が暴力をふるうこと」では 30～39 歳で回答した人の割合が 61.2％と高

くなっている。 

  

4.5

3.7

4.8

2.4

0.9

4.6

5.0

7.3

3.5

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

14.4

12.1

15.5

7.3

11.4

12.3

16.4

21.7

9.2

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

3.4

4.7

2.1

2.9

4.1

2.7

3.2

4.2

2.1

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

0.9

1.6

0.4

1.0

2.3

0.4

0.9

0.3

0.7

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

15.5

15.7

15.8

16.0

18.7

16.1

14.3

15.0

14.9

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

宿泊を拒否すること 

 
その他 

 
特にない 

 
わからない 

 

 

無回答 

 

 

 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

(％) (％) (％) (％) 

(％) 
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（１５） 性的指向、性同一性障害に関し、どのような問題が起きているか 

 
 
 
 
 

①図 30－１ 性的指向、性同一性障害に関し、どのような問題が起きているか【全体】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

性的指向（異性愛、同性愛、両性愛）及び性同一性障害のある人（生物学的な性とこころの性が一致

しない人）に関し、どのような人権問題が起きているかについて、「性的指向及び性同一性障害のある人

に対する理解が足りないこと」と回答した人の割合が 47.0％と最も高く、次いで「差別的な言動をする

こと」（39.2％）、「職場、学校において、嫌がらせをすること」（29.6％）の順となっている。 

39.2

29.6

26.5

23.7

6.9

3.8

3.7

0.9

4.9

24.8

5.8

47.0

0.0 20.0 40.0 60.0

問 25 あなたは、性的指向（異性愛、同性愛、両性愛）及び性同一性障害のある人（生物学

的な性とこころの性が一致しない人）に関し、どのような人権問題が起きていると思

いますか。（✓はいくつでも） 

職場、学校において、嫌がらせをすること 

差別的な言動をすること 

 就職・職場で不利な扱いをすること 

アパート等の入居を拒否すること 

店舗等への入店や施設利用を拒否すること 

その他 

特にない 

無回答 

わからない 

宿泊を拒否すること 

じろじろ見られたり、避けられたりすること 

性的指向及び性同一性障害のある人に対する理解が足りないこと

全体（N=1,512） 

性的指向、性同一性障害に関する人権問題について、「性的指向及び性同一性障害のある人に対する

理解が足りないこと」が 5 割 

0％ 20％ 40％ 60％ 
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②図 30－２ 性的指向、性同一性障害に関し、どのような問題が起きているか【性別・年齢別】 
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性別で比較すると、女性の方が「性的指向及び性同一性障害のある人に対する理解が足りないこと」

（51.0％）、「職場、学校において、嫌がらせをすること」（32.7％）と回答した人の割合が、男性の 42.9％、

26.1％と比べて高くなっている。 

年齢別で比較すると、「性的指向及び性同一性障害のある人に対する理解が足りないこと」、「差別的な

言動をすること」と回答した人の割合が、年齢が低くなるにつれて高くなっている。 
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３ 人権課題の解決のための方策について 

（１）どのような啓発活動が効果的と思うか 

 
 
 
 
①図 31－１ どのような啓発活動が効果的と思うか【全体】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 どのような啓発活動が効果的と思うかについて、「テレビ・ラジオ」と回答した人の割合が 51.9％と最

も高く、次いで「講演会や研修会」（40.5％）の順となっている。 
 
 
 

40.5

32.3

32.1

27.4

26.9

25.5

15.7

10.6

8.3

6.3

2.8
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問 26 あなたは、人権啓発を推進するためには、県民に対してどのような啓発広報活動が効

果的であると思いますか。（✓はいくつでも） 
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講演会や研修会 

 広報紙・パンフレット・ポスター 

新聞・雑誌・週刊誌 

高齢者・障害のある人等との交流会 

その他 

特にない 

無回答 

わからない 

自由な意見の交換ができる会合 

高齢者・障害のある人の疑似体験 
（車いすやアイマスク等の体験） 

 映画・ビデオ 

ワークショップ（専門家を交えた少人数の討論会） 

インターネット・メール（メールマガジン等） 

展示会 

全体（N=1,512） 

効果的な啓発活動について、「テレビ・ラジオ」が 5 割、「講演会や研修会」が 4 割 
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②図 31－２ どのような啓発活動が効果的と思うか【性別・年齢別】 
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 年齢別で比較すると、「テレビ・ラジオ」では 20～59 歳で回答した人の割合が 5 割を超え高くなって

いる。 
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   【参 考】全国調査（平成 19 年 6月 内閣府 人権擁護に関する世論調査） 

   ＜どのような啓発活動が効果的と思うか＞ 
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高齢者・障害者等との交流会
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自由な意見の交換ができる会合

高齢者・障害者疑似体験 

インターネット・Ｅメール（メールマガジン等） 

わからない

特にない

新聞・雑誌・週刊誌

ワークショップ（専門家を交えた少人数の討論会） 

展示会

全体（N=1,766） 

問 20 あなたは，人権啓発を推進するためには，国民に対してどのような啓発広報活動が効果的である

と思いますか。この中からいくつでもあげてください。 

 
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 
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（２）人権課題の解決のための方策 

 
 
 
 
①図 32－１ 人権課題の解決のための方策【全体】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

人権課題の解決のための方策について、「学校内外の人権教育を充実する」と回答した人の割合が

53.8％と最も高く、次いで「人権が侵害された被害者の救済・支援を充実する」（45.8％）、「人権意識を

高め、人権への理解を深めてもらうための啓発広報活動を推進する」（45.3％）の順となっている。 
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問 27 あなたは、今後、県は、これらの人権課題の解決に向けて、どのようなことに力を入

れていけばよいと思いますか。（✓はいくつでも） 

 

人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうための 
啓発広報活動を推進する 

学校内外の人権教育を充実する 

人権課題に対応する専門の相談機関・施設を充実する 

人権が侵害された被害者の救済・支援を充実する 

人権に関する情報の収集及び提供を充実する 

その他 

特にない 

無回答 

わからない 

犯罪の取締りを強化する 

人権侵犯事件の調査・処理や人権相談に関する人員を充実する

国や地方自治体、民間団体等の関係機関が連携を図り、 
一体的な教育・啓発広報活動を推進する 

全体（N=1,512） 
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者の救済・支援を充実する」、「人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうための啓発広報活動を

推進する」の 3 つが 5 割 
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②図 32－２ 人権課題の解決のための方策【性別・年齢別】 
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 年齢別で比較すると、「学校内外の人権教育を充実する」、「犯罪の取締りを強化する」と回答した人の

割合は、年齢が低くなるにつれて高くなる傾向にある。 

 

   【参 考】全国調査（平成 19 年 6月 内閣府 人権擁護に関する世論調査） 

   ＜人権課題の解決のための方策＞ 
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学校内外の人権教育を充実する

人権が侵害された被害者の救済・支援を充実する

人権侵犯事件の調査・処理や人権相談に関する人員を充実する 

人権課題に対応する専門の相談機関・施設を充実する

犯罪の取締りを強化する 

人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうための啓発広報活動を推進する

その他 

人権に関する情報の収集及び提供を充実する 

わからない

特にない

国や地方自治体、民間団体等の関係機関が連携を図り、一体的な教育・啓発活動を推進する 

全体（N=1,766） 

問 21 あなたは，今後，国は，これらの人権課題の解決に向けて，どのようなことに力を入れていけば

よいと思いますか。この中からいくつでもあげてください。 
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